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CC6300 VOCﾌﾟﾛﾃｸﾄｸﾘﾔｰ

ｸﾛﾏｯｸｽ® 2Kｸﾘﾔｰ

ﾌﾟﾗｲﾏｰ （金属面まで露出した場合）

素地

ｸﾛﾏｯｸｽ®ｾﾝﾀﾘﾍﾞｰｽｺｰﾄ KABﾍﾞｰｽ

2Kｻﾌｪｰｻｰ

2Kｸﾘﾔｰ乾燥後 機械研磨（P1000-1500）、ｴｯｼﾞ・ｺｰﾅｰ部は手研ぎ（P3000）

NISSAN KAB 補修塗装の塗膜構成

ｸﾛﾏｯｸｽ®ｾﾝﾀﾘﾍﾞｰｽｺｰﾄｶﾗｰﾍﾞｰｽ（下塗り）

ｸﾛﾏｯｸｽ®ｾﾝﾀﾘﾐｯﾄﾞｺｰﾄ



MERCEDES BENZ 047 補修塗装の塗膜構成

ｸﾛﾏｯｸｽ

ｶﾗｰﾂｰﾙ
ｶﾗｰﾃﾞｰﾀｰ参照

KABｶﾗｰﾍﾞｰｽ(下塗り)はｾﾝﾀﾘ® 600/6000それぞれのTDSに従って下さい。

注意：ｶﾗｰﾍﾞｰｽにはBK220を10%混合して下さい。

混合比 重量 重量 重量

高温時（33℃以上）で必要な場合。

JXB387：JXB390=1:1で混合して使用し

て下さい。

KABｱﾙﾐﾍﾞｰｽ 100 100 100

BK220 10 10 10

JAB380 400 - -

JAB385 - 400 -

JXB387 - - 400

VOC -

ﾎﾟｯﾄﾗｲﾌ

（20℃）
BK220使用時 8時間

ｽﾌﾟﾚｰ粘度

（20℃） DIN 4 12-13秒

ｽﾌﾟﾚｰｶﾞﾝ

＊１ﾊﾞｰﾙ＝１Kg/cm2

口径 距離 ｴｱｰ圧

通常ｶﾞﾝ

重力式 1.2-1.4㎜ 20-25㎝ 2.0-2.5ﾊﾞｰﾙ

HVLP/HＴEｶﾞﾝ

重力式 1.2-1.4㎜ 15-20㎝ ｶﾞﾝﾒｰｶｰの指示に従う。

塗装回数
2-4（ﾗｲﾄｺｰﾄ）

ﾌﾗｯｼｭﾀｲﾑ
ｺｰﾄ間：艶が消える迄

ｸﾘﾔｰｺｰﾄ前：20℃で20分以上 （十分に乾燥させる）

NISSAN KAB 製品の使用について



NISSAN KAB 補修塗装工程
クロマックス® センタリ６０００/６００ 塗装

 ﾐｯﾄﾞｺｰﾄをﾎ薄く均一に塗装し十分にﾌﾗｯｼｭさせる。

ｾﾝﾀﾘ®  600の場合:AB160:BK220:JAB/JXBｼﾝﾅｰ = 0.9:0.1:0.8

ｾﾝﾀﾘ®  6000の場合:XB165:BK220:JAB/JXBｼﾝﾅｰ= 0.8:0.2:1

 ﾐｯﾄﾞｺｰﾄの内側にBK220を10%添加したｶﾗｰﾍﾞｰｽを隠蔽
するまで徐々に広げてﾎﾞｶｼ塗装する。

 ｺｰﾄ間は十分にﾌﾗｯｼｭさせる。

 （注意：ﾍﾞｰｽの肌荒れやﾑﾗを出さないように注意する。）

交換ﾊﾟｰﾂ
ｻﾌｪｰｻｰサンディング済み



NISSAN KAB 補修塗装工程
クロマックス® センタリ６０００/６００ 塗装

 ｸﾛﾏｯｸｽ2Kｸﾘﾔｰを各TDSに従い塗布し乾燥させる。

 ｸﾘﾔｰ乾燥後、P1500ﾍﾟｰﾊﾟｰにてｸﾘﾔｰの肌をﾌﾗｯﾄに研
ぎ落とし、さらにP3000で目消しを行う。

（注意： 仕上がりを良くする為、P1500の目は完全に消す。）

 希釈済みｶﾗｰﾍﾞｰｽとKABﾍﾞｰｽを1: 1でﾌﾞﾚﾝﾄﾞし
ﾆｺﾞｼ塗装をする。



NISSAN KAB 補修塗装工程
クロマックス® センタリ６０００/６００ 塗装

 ｸﾘﾔｰ乾燥後、P1500ﾍﾟｰﾊﾟｰにてｸﾘﾔｰの肌をﾌﾗｯﾄに研
ぎ落とし、さらにP3000で目消しを行う。

（注意： 仕上がりを良くする為、P1500の目は完全に消す。）

 ﾐｯﾄﾞｺｰﾄを薄く均一に1ﾗｲﾄｺｰﾄする。



NISSAN KAB 補修塗装工程
クロマックス® センタリ６０００/６００ 塗装

 BK220を10％添加したKABﾍﾞｰｽを400％ｼﾝﾅｰ希釈で
2～4ﾗｲﾄｺｰﾄする。

（注意： ｳｪｯﾄで塗りすぎると粒子感が出るので、注意する。）

 KABﾍﾞｰｽの艶が完全に引けるまで十分にﾌﾗｯｼｭﾀｲﾑを取る。

（注意： ｸﾘﾔｰｺｰﾄ時にKABﾍﾞｰｽの配向性を乱さない為に 20℃×20分以上十分乾燥させる。）

 ﾊﾟﾈﾙ全体にCC6300 VOCﾌﾟﾛﾃｸﾄｸﾘﾔｰを
TDSに従い塗装し乾燥。



NISSAN KAB 補修塗装工程
クロマックス® センタリ６０００/６００ 塗装



CROMAX IS AN AXALTA COATING SYSTEMS BRAND

SHINE ON.


